
上の QR コードをスマホやタブレットで読み取ると、学校だよ

りをホームページからご覧いただくことができます  

  

 

 

 
 

 本日２４日をもって８５日間の２学期が終了となります。振り返れば、夏季休業中の８月初めからの新

型コロナウイルス第５波の影響が大きく広がる中で、不安を抱えながらの２学期スタートでした。 

部活動も夏季休業後半から一斉に停止され、特に、９月初旬に開催予定だった新人大会（水泳）は

２年連続の中止となってしまい、関係する生徒たちは非常に残念な思いをしました。 

 ９月には少しずつ状況が好転し、９月２４日－２５日には無事に飛翔祭が開催でき、生徒たちの伸び

伸びとした姿を随所に見ることができました。１０月の修学旅行は予定通り、２泊３日石川県の旅が実

現し、３年生にとって素晴らしい思い出となりました。修学旅行の翌週には合唱発表会を開催し、保護

者のみなさまにもご来校いただくことができました。 

 本年度から導入されたクロームブック（一人１台のタブレット端末）を使った授業も徐々に活用の幅が

広がってきました。１学期当初は文字入力がたどたどしかった生徒も、タイピングの力が伸びてきており 

＜作曲ソフトを利用 音楽・２年＞   ＜レポートをタブレット端末で発表 理科・２年＞   どんどんと打ち込むことが 

できてきました。 

 先日２０日は、タブレット 

端末の家庭への持ち帰り

練習も行われ、今後さらに

学習ツールとして有効利

用の幅が広がっていくこと

に期待です。 

 

 ２年生への生徒会引継ぎを終え、３年生は進路に向けて最終段階へと進んでいきます。年末年始休

業は明日から新年５日までとなりますが、健康に留意されて無事３学期がスタートできるようにしてくだ

さい。みなさま、良いお年をお迎えください。 

  

 １２月２５日（土）～１月５日（水） １２日間 

学校で電話対応ができる日・・・・・・１２月２７日（月）～２８日（火）、1月 4 日（火）～5日（水） 

のいずれも朝８：１５～夕方１６：４５の間となります。 

●夜間及び土日終日と 12 月 29 日（水）～1 月３日（金）は、学校で電話対応ができません。この間に

事故等で学校へ緊急連絡が必要な場合 上田市役所 ２２－４１００へ連絡をお願いします。 

 
 
上田市立第六中学校  
学校だよりＮｏ.８ 
令和３年 １２月２４日 

 

ベトナムのロックダウンの影響で、洗
浄便座の入荷が遅れていた南校舎トイ
レ改修工事がこの度、すべて完了しま
した。２階は３学期から使用開始とな
ります。 

  ６日（木）３学期始業式 

  ７日（金）３年第５回総合テスト 

 １４日（金）ＰＴＡ総務役員会 

 １７日（月）生徒会委員会 

 ２１日（金）新入生中学校説明会 

  



第六中学校 校長：藤井  担当 塚原（教頭）TEL22-5013  ueda6@school.umic.jp 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさま、学校評価保護者アンケートにご協力いただきましてありがとうございまし

た。今年度は従来の紙ベースから Google フォームに変更しましたが、昨年までと比べ、多くの皆

様に回答いただくことができましたこと、感謝申し上げます。アンケートからはお子さんが安心し

て学校生活を送っていることや、充実した生活となっている等の感想を多数いただきました。    

その一部を紹介いたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○担任の先生は子どものことをよく理解し、教科の先生方とも連携をして指導をしてくれている。 

○合唱発表会を見ることができてとてもよかった。学校の雰囲気がよくわかりました。 

○部活での頑張りが顧問から担任に伝えられ、担任にも頑張りを認めてもらったことが励みになった。 

○修学旅行に予定通り 2泊 3日で行くことができ、楽しい思い出ができてよかった。 

○クラスの明るく楽しい雰囲気が子どもの話から伝わってきて安心できる。 

○学年の先生方の雰囲気がとても良く感じる。授業も楽しみながら学ぶことができている。 等 

 

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

一方で様々なご意見・ご要望もいただきました。個々のご要望全てにお応えすることは難しい訳

ですが、改善すべきところ、配慮すべきところについては職員で共有し、今後の指導に生かしてま

いります。何かございましたら、連絡をいただければ幸いと存じます。 

 主なご意見・ご要望にお応えいたします 

 

★もっと生徒の気持ちに寄り添い、生徒との信頼関係を築く指導をしてほしい。 
中学生は多感な時期です。教師の指導の全てを素直に受け入れられないこともよくあることですし、一

方的で頭ごなしに指導された場合には、特に納得できないものです。そのようなことについてご指摘いた

だきました。 

これを受け、生徒一人ひとりの気持ちを大切にした指導を心がけることについて職員で再確認いたしま

した。また、生徒の気持ちをよく聴いた上で、その子が置かれた状況や背景なども踏まえ、クラスや学年な

ど全体の影響等も考慮した指導の意図を生徒によりわかりやすく伝わるような指導を心がけていきたいと

思います。 

またご家庭におかれましても、お子さんの話をよく聴いていただいた上で、様々な状況や立場に立ちな

がら、お子さんの気持ちを受け止めていただけると幸いです。 

 

★部活動の運営や指導などについて改善してほしい。 
部活動は、中学生にとって多様な学びの場としてその教育的意義は大きいものです。しかし一方でいわ

ゆる勝利至上主義による過熱した部活の悪影響が全国的に問題となり、現在はどの中学校も「スポーツ

庁のガイドライン」、「長野県教委の中学生期スポーツ活動指針」、「上田市教委の部活動方針」に準拠し

た形で活動することになっています。 

各指針等では、活動時間は平日２時間以内（平日のうち１日は休息日を設定）、休日は３時間以内（土 

日どちらか一方で活動）、大会や練習試合等で土日両日活動した場合には、別の週末で休息日を振り替

える、等のルールがあります。 

今回のアンケートでは、このようなルールから逸脱した活動が一部で見られ、生徒や家庭の負担が大き 

いことや、延長部活等の終了時刻が守られていない等のご指摘をいただきました。 

今夏、コロナの影響で大幅に活動が制限されてしまい、遅れを取り戻したいという顧問の想いもあった

模様ですが、ルールに則った適正な活動へ改善することを全職員で確認をしました。また体罰や暴言の禁

止はもちろんのこと、威圧的な指導がないようにすることもあわせて確認しました。 

今後とも部活動が生徒にとって適正でより良いものとなるよう改善を進めてまいりますので、お気づき

の点は顧問や担任、または学校までお寄せいただきますようお願いいたします。 


